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団 士郎

 立命館大学大学院応
用人間科学研究科教
授。公立の児童相談機
関心理職25 年を経て
独立、「仕事場D・A・N」
主宰。家族療法の実践
をしながら、講演やワー
クショップを全国で展開。
漫画家としても多数作
品を発表している。『不
登校の解法』（文春新
書）、『家族力×相談
力』（文春新書）、『家族
の練習問題』1～3（ホン
ブロック）など。

村本邦子

 立命館大学大学院応
用人間科学研究科教
授。臨床心理士。1990 
年女性ライフサイクル研
究所を設立し、子育て
支援、女性と子どものカ
ウンセリング（とくに虐待
やDV）、支援者支援に
取り組んできた。『大人
びてきたわが子に戸惑
ったとき読む本』（PHP）、
『暴力被害と女性‐理解、
脱出、回復』（昭和堂）、
『しあわせ家族という嘘』
（創元社）など。

 立命館
相談セ
フサイ
フ。臨
イフサ
連団体
FLC安
ュニテ
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母子並
企画、
い、地
取り組

会 場 

チェンバおおまち 

〒960-8041 福島市大町４－１５ 

ＪＲ福島駅から徒歩１０分 

主催 : 立命館大学大学院応用人間科学研究科 

〒603-8577  京都府京都市北区等持院北町56－1 

（http://www.ritsumei.ac.jp/acd/gr/gsshs/index.html） 

 

問い合わせ先 ： 福島県中央児童相談所 （判定課：坂詰）

〒960-8002  福島市森合町10 番9 号 

TEL:024-534-5101  FAX:024-534-5211 

★

 

期間 ： ２０１１年１１月２９日（火

会場 ： チェンバおお

主催 ： 立命館大学大学院応用人間科学

福島県中央児童相談所 

共催 ： 福島市 

渡邉佳代

館大学心理・教育
センター、女性ライ
イクル研究所スタッ
臨床心理士。女性ラ
サイクル研究所の関
体であるNPO法人
安心とつながりのコミ
ティづくりネットワーク
いて、2003 年より
並行プログラムを
実施、運営を行

地域の親子支援に
組む。

未曽有の被害をもたらした東日本大震災から半年

す人も、直接的な被害の大小に関わらず、その影響

きな喪失と悔いや哀しみを抱えながら、皆、より良

学院応用人間科学研究科は、「対人援助学」の看

今後十年にわたって、東日本の各地で対人援助的な

かで、家族や支援者、コミュニティに寄り添い、復

けながら、社会変化のwitness（目撃者・証人）と

ています。 

2011年11月29日(火)から12月4日（日）まで

連のワークショップやセミナーを開催します。

どなたでもお越しいただけます。関心のある方は

 

 

火）～１２月４日（日） 

おまち 

学研究科 

年が過ぎ、被災地に暮らす人も、周辺に暮ら

響を感じることも少なくないでしょう。大

良い未来を模索しています。立命館大学大

看板を掲げ、十年の蓄積を重ねてきました。

なプログラムを実施していきます。そのな

復興の物語を創っていく人々の声に耳を傾

として存在し続けることができたらと願っ

で、家族をテーマに、漫画のパネル展示、関

は、是非、お越しください。 

参加費

無料！



＜団士郎家族漫画展＞
会期 ： １１月 ２９日（火） 午後 ～ １２月 ４日（日） 午前

会場 ： チェンバおおまち 1 階フリースペース 

 

 

 

＜遊びのワークショップ
日時 ： １２月 ３日（土）  １０：３０  ～ １６：３０ 

会場 ： チェンバおおまち ３ 階 多目的ホール 
（福島市市民活動サポートセンター）  

ふくしまの子どもたち、好きな時に遊びにき

たくさんのおもちゃがあるよ。 

東京おもちゃ美術館（http://goodtoy.or
遊びスペースを設置します。 

★ 時間限定プログラム

１４：００ ～ 
 「ふうせんであそぼう」  （ファシリテーター ： 渡

こころとからだがホッとリラックスする、まほうのふうせんで
まほうのふうせんって、どんなふうせんかな？ 
できあがったふうせんは、みんなにプレゼントするよ。 た

１５：００ ～ 
 「クリスマス・カレンダーをつくろう」  （ファシリテーター ： 村本

1日1個 おやつを食べながらクリスマスを待つカレンダーをつくるよ！

前 

＞ 

きてね！ 

rg/ttm/）の協力で 

＜支援者支援セ

「長続きする家族支援

日時 ： １２月 ３日（土） １０：３０ ～ １２

会場 ： チェンバおおまち ３ 階 会議室・
（福島市市民活動サポートセンター）

講師 ： 村本 邦子 ・ 渡邉 佳代 

災害ボランティア、保育士、教師など、対人援助に関わ

家族のことを後回しにしてしまいがちです。頑張りすぎて

する支援のために知っておくべきことについてお話します

本セミナーはきょうとNPO センター（http://www.npo-n
 

＊ 定員： 先着 15名  （事前予約が必要

 
 
 

＜家族応援セミ

団士郎の漫画トーク～「木陰

日時 ： １２月 ４日（日） １０：３０ ～ １２

会場 ： チェンバおおまち ３ 階 多目的ホ
（福島市市民活動サポートセンター）

講師 ： 団 士郎 

物語には描かれた部分と、描かれなかった部分が必

描ききれなかったものや、あえて描かなかったものも

そんな物語を、スライドショーマンガに併せてお話しし

 

 

渡邉 佳代） 

であそぼう！ 

たくさんあそぼうね！ 

本 邦子） 

いずれの企画も参加費無料です

セミナー＞ 

援のために」 

：３０ 

Ｂ 
） 

わる支援者は、どうしても自分や自分の

てバーンアウトしてしまうのでなく、長続き

す。 
net.or.jp/center/）との共催事業です。 

要です。） 

ミナー＞ 

陰の物語」の物語～ 

：００ 

ホール 
）  

必ずある。 

、家族のたたずむ木陰には存在する。 

します。 

    
  ！ お気軽にお越し下さい。 


